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は
じ
め
に

最
低
賃
金
の
水
準
が
雇
用
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
社
会
的
に
も
関
心
が
深
く
論
争
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
例
え
ば
、

民
主
党
政
権
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
二
○
○
九
の
各
論
で
は
、
最
低
賃
金
の
原
則
を

�労
働
者
と
そ
の
家
族
を
支
え
る
生
計

費
�
と
し
て
全
国
最
低
賃
金
を
八
○
○
円
に
設
定
し
、
景
気
状
況
に
配
慮
し
て
一
、
○
○
○
円
を
目
指
す
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
政
策
目
的
を

�ま
じ
め
に
働
い
て
い
る
人
が
生
計
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
か

ら
の
脱
却
を
支
援
す
る
�
と
し
て
脚
光
を
浴
び
た
。

ま
た
、
日
本
の
相
対
的
貧
困
率
が
一
五
・
七
％
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中
で
も
二
番
目
に
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
貧
困
対
策
と
し
て
の
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
も
社
会
の
同
意
が
得
や
す
い
。

法
的
に
強
制
力
を
有
す
る
最
低
賃
金
を
高
く
設
定
す
れ
ば
賃
金
は
上
昇
し
、
政
府
の
多
額
の
財
政
支
出
を
伴
わ
な

く
て
も
労
働
者
の
生
活
は
豊
か
で
安
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
で
は
、
国

内
の
低
い
生
産
性
を
有
す
る
中
小
企
業
や
地
域
の
産
業
部
門
に
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が
ジ
リ
ジ
リ
と
打
撃
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
。

最
低
賃
金
は
生
活
保
護
水
準
と
の
整
合
性
の
保
持
を
基
本
に
、
地
域
毎
に
設
定
さ
れ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で

は
、
最
低
賃
金
の
も
た
ら
す
経
済
的
な
影
響
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
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一
、
最
低
賃
金
の
経
済
分
析

労
働
市
場
を
分
析
す
る
基
本
的
枠
組
み
は
、
労
働
の
売
り
手
行
動
を
表
す
需
要
曲
線
と
買
い
手
行
動
を
表
す
供
給

曲
線
、
そ
れ
に
賃
金
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

最
低
賃
金
を
め
ぐ
る
経
済
分
析
に
は
、
下
記
の
①
〜
④
も
含
め
て
数
多
く
の
モ
デ
ル
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
①
の
完
全
競
争
モ
デ
ル
を
用
い
て
説
明
す
る
。

①
労
働
市
場
が
完
全
競
争
的
な
場
合

こ
の
場
合
は
、
均
衡
賃
金
以
上
に
最
低
賃
金
を
設
定
す
れ
ば
、
企
業
の
労
働
需
要
の
減
少
を
招
き
、
雇
用
量
は

減
少
す
る
。

②
労
働
供
給
曲
線
が
右
下
が
り
で
、
需
要
曲
線
よ
り
下
位
に
あ
る
場
合

こ
の
場
合
は
、
ス
パ
イ
ラ
ル
的
に
賃
金
が
低
下
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
際
は
最
低
賃
金
制
度
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
、
賃
金
下
落
を
止
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

③
労
働
市
場
に
買
い
手
独
占
が
あ
る
場
合

こ
の
場
合
は
、
労
働
市
場
に
は
一
つ
の
企
業
の
存
在
を
前
提
と
し
て
お
り
、
最
低
賃
金
の
適
切
な
引
き
上
げ
に

よ
っ
て
雇
用
量
は
増
加
し
、
企
業
の
利
潤
も
少
な
く
と
も
マ
イ
ナ
ス
に
転
化
す
る
こ
と
は
な
い
。

④
職
の
探
索
行
動
モ
デ
ル
の
場
合
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企
業
の
仕
事
内
容
や
賃
金
、
雇
用
者
の
能
力
な
ど
の
情
報
が
不
完
全
で
あ
っ
た
場
合
に
、
③
と
同
様
に
適
切
な

最
低
賃
金
の
上
昇
に
よ
っ
て
雇
用
量
は
増
加
す
る
。

完
全
競
争
モ
デ
ル
で
は
、
ア
、
賃
金
の
増
加
に
応
じ
て
労
働
需
要
が
減
少
す
る
、
イ
、
賃
金
の
増
加
に
応
じ
て
労

働
力
が
増
加
す
る
、
の
二
つ
を
仮
定
す
る
。

労
働
市
場
は
図
表
１
に
示
す
よ
う
に
横
軸
に
供
給
量
、
縦
軸
に
賃
金
を
と
り
、
供
給
曲
線
は
賃
金
が
高
く
な
れ
ば

多
く
の
労
働
力
が
市
場
に
参
加
す
る
た
め
右
上
が
り
の
曲
線
と
な
り
、
労
働
需
要
曲
線
は
賃
金
が
低
下
す
る
と
企
業

は
多
数
の
労
働
力
を
雇
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
右
下
が
り
曲
線
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
需
要
と
供
給
が
自

動
的
に
一
致
す
る
労
働
量
Ｌ＊

と
均
衡
賃
金
Ｗ＊

で
、
均
衡
点
Ｅ＊

で
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
賃
金
が
Ｗ１

ま

で
上
昇
す
る
と
、
労
働
供
給
量
は
Ｌ
Ｓ
と
な
り
、
企
業
が
必
要
と
す
る
労
働
供
給
は
Ｌ
Ｄ
と
な
る
た
め
、
失
業

(

超

過
供
給)

が
発
生
し
賃
金
が
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
賃
金
が
Ｗ０

ま
で
低
下
す
る
と
労
働
の
超
過
需
要
が
生
じ

る
た
め
賃
金
は
上
昇
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
競
争
市
場
で
は
、
労
働
の
需
要
と
供
給
は
賃
金
水
準
に
よ
り
自
動
的
に

調
節
さ
れ
、
Ｌ＊

と
Ｗ＊

で
安
定
的
な
Ｅ＊

点
で
均
衡
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
最
低
賃
金
を
政
府
が
強
制
的
に
Ｗ１

に
設
定
し
た
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
図
表
１
、
図
表
２
に
示
す
よ
う
に
、

①
の
ル
ー
ト
に
よ
り
均
衡
賃
金
の
Ｗ＊

か
ら
最
低
賃
金
が
Ｗ１

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
量
が
減
少
し
、

②
の
ル
ー
ト
で
低
賃
金
雇
用
の
喪
失
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
最
低
賃
金
が
Ｗ０

に
設
定
さ
れ
て
も
均
衡
賃

金
が
そ
れ
よ
り
高
い
Ｗ＊

に
あ
る
た
め
こ
の
政
策
は
有
効
で
は
な
い
。
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市
場
が
完
全
競
争
を
前
提
に
し
た
場
合
に
は
、
最
低
賃
金
の
上
昇
は
低
賃
金
労
働
者
の
失
業
を
も
た
ら
す
、
と
の

結
論
に
達
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
低
賃
金
の
上
昇
は
必
ず
し
も
雇
用
量
の
喪
失
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
雇
用

を
増
や
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
完
全
競
争
モ
デ
ル
と
は
逆
の
結
論
が
実
証
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
最
低
賃
金
と
適
切
な
政
策
手
段
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
、
生
産
性
の
向
上
を
も
た
ら
し
、
雇
用
量
は
増
大

す
る
可
能
性

も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
こ

と
に
関
し
て

は
、
後
掲
の

五
〜
七
で
考

え
た
い
。
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二
、
最
低
賃
金
制
度
の
主
旨
と
目
的
・
経
緯

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
国
が
法
的
強
制
力
を
も
っ
て
賃
金
の
最
低
額
を
決
め
、
使
用
者
に
対
し
て
そ
の
金
額
未
満

の
賃
金
で
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
制
度
を
い
い
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者

と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
。

最
低
賃
金
法
第
一
条
で
は
、
最
低
賃
金
の
目
的
を

｢

こ
の
法
律
は
、
賃
金
の
低
廉
な
労
働
者
に
つ
い
て
、
賃
金
の

最
低
額
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
条
件
の
改
善
を
図
り
、
も
っ
て
、
労
働
者
の
生
活
の
安
定
、
労
働
力
の
質

的
向
上
及
び
事
業
の
公
正
な
競
争
の
確
保
に
資
す
る
と
と
も
に
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。｣

と
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
条
件
の
改
善
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
生
活
の
安

定
を
図
り
つ
つ
、
労
働
の
質
の
向
上
や
生
産
活
動
の
公
正
な
競
争
の
確
保
に
よ
り
経
済
の
着
実
な
発
展
を
意
図
し
た

制
度
で
あ
る
。
最
低
賃
金
と
し
て
地
域
別
最
低
賃
金
と
産
業
別
最
低
賃
金
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
地
域
別
最
低
賃
金

の
み
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。

最
低
賃
金
は
一
九
七
六
年
に
は
全
都
道
府
県
で
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
地
域
別
最
低
賃
金
が
生
活
保
護

水
準
を
下
回
る
地
域
が
あ
る
こ
と
や
世
帯
主
が
非
正
規
雇
用
者
で
あ
る
二
人
以
上
の
世
帯
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
こ

と
、
二
○
○
九
年
に
日
本
の
相
対
的
貧
困
率
が
一
五
・
七
％
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
も
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
、
そ

れ
に
最
低
賃
金
が
先
進
諸
国
で
最
低
水
準
に
あ
る
こ
と
も
重
な
り
、
貧
困
問
題
の
解
消
法
と
し
て
最
低
賃
金
制
度
は

衆
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
の
最
低
賃
金
は
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が
地
域
経
済
の
実
態
と
生
活
保
護

最低賃金のもたらす経済的影響
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と
の
整
合
性
を
保
持
し
た

｢

目
安｣

を
決
め
、
そ
れ
を
も
と
に
地
方
の
最
低
賃
金
審
議
会
の
調
査
審
議
を
経
て
各
都

道
府
県
の
労
働
局
長
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
別
最
低
賃
金
の
決
定
基
準
は
、
地
域
に
お
け
る
ア
、
労
働
者
の
生
計
費
、
イ
、
労
働
者
の
賃
金
、
ウ
、

通
常
の
事
業
の
賃
金
支
払
能
力
、
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
定
め
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

三
、
地
域
最
低
賃
金
の
推
移

最
低
賃
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
か
ら
、
地
域
の
経
済
状
況
に
よ
っ
て
都
道
府
県
は
Ａ
〜
Ｄ
の
四
つ
の
ラ
ン
ク

に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
最
も
賃
金
の
高
い
Ａ
ラ
ン
ク
が
五
地
域
、
次
に
高
い
の
が
Ｂ
ラ
ン
ク
で
一
○
地
域
で
、
比
較

的
賃
金
の
低
い
Ｃ
ラ
ン
ク
が
一
六
地
域
、
さ
ら
に
低
い
Ｄ
ラ
ン
ク
が
一
六
地
域
、
と
な
る
構
成
で
あ
る
。
以
下
、
全

国
と
は
全
国
加
重
平
均
を
指
す
が
、
雇
用
者
が
多
く
て
賃
金
が
高
い
都
市
部
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
。

沖
縄
の
最
低
賃
金
は
一
九
八
○
年
の
三
五
七
円
か
ら
二
○
○
○
年
の
六
○
○
円
、
二
○
一
一
年
の
六
四
五
円
と
伸

び
て
き
た
。
全
国
と
は
当
初
四
○
円
の
差
が
あ
っ
た
が
、
二
○
○
○
年
に
は
お
よ
そ
六
○
円
、
二
○
一
一
年
に
は
九

二
円
と
急
速
に
差
が
拡
が
っ
て
い
る
。

次
の
図
表
３
は
、
ラ
ン
ク
毎
に
二
地
域
を
選
び
そ
れ
ぞ
れ
の
最
低
賃
金
の
推
移
と
、
東
京
を
一
○
○
と
し
た
場
合

を
示
し
て
あ
る
。
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地
域
別
最
低
賃
金
は
一
九
九
○
年
か
ら
二
○
○

六
年
ま
で
は
ラ
ン
ク
間
で
差
は
あ
る
も
の
の
、
ラ

ン
ク
内
で
は
差
が
生
じ
て
お
ら
ず
、
全
体
的
に
東

京
に
対
す
る
割
合
も
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
。
こ
の

間
、
最
低
賃
金
の
上
昇
率
が
賃
金
上
昇
率
と
ほ
ぼ

同
じ
水
準
で
あ
り
、
ラ
ン
ク
別
に
示
さ
れ
た
最
低

賃
金
の

｢

目
安｣

水
準
が
、
あ
る
意
味
で
設
定
し

や
す
く
、
か
つ
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
最
低
賃
金
が
生
活
保
護
水
準
を

下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
最
低
賃
金
の
本
来
的
な
意

義
が
問
わ
れ
、｢

逆
転
現
象｣

の
解
消
を
図
る
た

め
に
二
○
○
七
年
に
は
一
四
円
の
大
幅
な
引
き
上

げ
と
な
っ
た
。
以
後
、
大
幅
な
引
き
上
げ
が
継
続

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
背
景
と
し
て
日
本
で
長
く
続
く
デ
フ
レ
や

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
金
融
危
機
等
に
よ
り
一
九

九
○
年
後
半
か
ら
最
低
賃
金
の
伸
び
が
一
％
以
下

最低賃金のもたらす経済的影響
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図表３ 地域別最低賃金額の推移



の
水
準
が
続
い
た
こ
と
や
地
域
の
高
齢
化
、
若
者
の
地
域
か
ら
都
市
へ
の
流
出
も
持
続
し
、
停
滞
し
た
地
域
経
済
の

成
長
力
に
差
が
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

二
○
○
七
年
以
降
二
○
一
一
年
ま
で
の
全
国
の
最
低
賃
金
の
年
平
均
伸
び
率
は
一
・
八
％
で
あ
り
、
都
市
を
抱
え

る
東
京
が
三
・
一
％
、
大
阪
二
・
○
％
と
高
く
、
沖
縄
や
長
崎
は
一
・
一
％
と
低
い
水
準
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
最
低
賃
金
上
昇
の
余
地
が
あ
る
東
京
と
の
上
昇
幅
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、
他
都
道
府
県
と
の
格
差
が
開

く
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、
ラ
ン
ク
間
の
乖
離
も
次
第
に
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
で
も
二
○
一
一
年
の

｢

目
安
資
料｣
(

厚
生
労
働
省)

を
み
る
と
、
一
二
の
地
域
が
生
活
保
護
水
準
を
下
回
る

状
況
に
あ
り
、｢

逆
転
現
象｣
の
解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

四
、
最
低
賃
金
上
昇
の
労
働
者
に
与
え
る
影
響

次
に
地
域
別
最
低
賃
金
の
上
昇
率
が
労
働
力
に
ど
れ
だ
け
の
影
響
を
与
え
る
の
か
、
ま
た
、
当
面
の
目
標
水
準
八

○
○
円
の
到
達
可
能
性
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、｢

目
安｣
に
関
す
る
小
委
員
会
報
告
の
資
料
に
賃
金
分
布
グ
ラ
フ
は
示
さ

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
賃
金
分
布
に
関
す
る
統
計
量
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
明
確
な
賃
金
分
布
は
把
握
で

き
な
い
。
幸
い
な
こ
と
に
、｢

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
る
雇
用
等
へ
の
影
響
に
関
す
る
理
論
と
分
析｣

(

二
○
一

一
年
五
月)

に
小
委
員
会
に
報
告
し
た
具
体
的
な
統
計
分
布
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
資
料
に
も
と
づ
き
分
析
を
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行
う
こ
と
と
す
る
。
こ
こ
で
は
最
低

賃
金
は
二
○
○
八
年
改
訂
後
の
数
値

で
あ
り
、
実
質
的
な
影
響
は
翌
年
に

発
生
す
る
た
め
二
○
○
九
年
版

『

賃

金
構
造
基
本
統
計
調
査』

の
個
票
を

用
い
て
い
る
。

図
表
４
に
示
す
よ
う
に
、
全
国
の

場
合
、
一
般
労
働
者
の
最
低
賃
金
が

七
○
四
円
に
達
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る

最
低
賃
金
未
満
の
労
働
者
の
占
め
る

割
合
は
○
・
九
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
ぎ
り
ぎ
り
の
地
域
別

最
低
賃
金
を
満
た
す
水
準
未
満

(

最

低
賃
金
×
一
・
○
五
＝
七
三
九
円)

の
労
働
者
割
合
が
一
・
六
一
％
、
最

低
賃
金
に
一
割
上
乗
せ
し
た
水
準
未

満
の
割
合
が
二
・
四
四
％

(

七
七
四

最低賃金のもたらす経済的影響
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図表４ 地域別低賃金労働者の分布状況 (2009年)



円)

、
一
割
五
分
上
乗
せ
し
た
水
準

(

八
一
○
円)

が
三
・
六
％
で
あ
る
。

当
面
の
最
低
賃
金
の
目
標
水
準
は
八
○
○
円
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
超
え
る
地
域
は
、
こ
の
時
点
で
東
京
の
最
低
賃

金
を
五
分
上
乗
せ
し
た
場
合
と
大
阪
の
賃
金
を
一
割
上
乗
せ
上
昇
し
た
場
合
、
京
都
の
賃
金
を
一
割
五
分
上
乗
せ
し

た
場
合
の
三
地
域
で
あ
る
。
三
地
域
の
一
般
労
働
者
の
全
体
に
占
め
る
未
満
割
合
は
○
・
八
四
％
、
二
・
○
一
％
、

四
・
七
七
％
と
低
い
。
既
に
、
東
京
の
場
合
は
二
○
一
○
年
に
八
二
一
円
を
上
回
っ
て
お
り
、
二
○
一
一
年
に
は
大

阪
や
京
都
も
八
○
○
円
に
手
が
届
く
水
準
ま
で
最
低
賃
金
は
上
昇
し
て
い
る
。

沖
縄
の
場
合
は
、
最
低
賃
金
に
届
か
な
い
労
働
者
が
二
・
四
八
％
と
全
国
で
最
も
多
く
、
五
分
上
乗
せ
し
た
六
五

八
円

(

最
低
賃
金
六
二
七
円
×
一
・
○
五
＝
六
五
八
円)

未
満
の
労
働
者
が
五
・
○
五
％
お
り
、
一
割
上
乗
せ
後

(

六
九
○
円)

、
一
割
五
分
上
乗
せ
後

(

七
二
一
円)

の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
・
五
四
％
、
一
○
・
二
七
％
と
高

い
水
準
の
労
働
者
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
二
○
一
一
年
の
沖
縄
の
最
低
水
準
は
六
四
五
円
で
あ
り
、
生
活
保
護
水
準

と
の
乖
離
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
低
賃
金
の
上
昇
が
始
ま
っ
た
二
○
○
六
年
か
ら
の
伸
び
が
一
・
一
％

と
低
く
、
目
標
水
準
八
○
○
円
の
水
準
を
達
成
す
る
に
は
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

同
様
な
こ
と
は
新
潟
や
長
崎
を
は
じ
め
と
す
る
Ｄ
ラ
ン
ク
の
地
域
に
も
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
の
賃
金
分
布
を
み
る
と
、
最
低
賃
金
未
満
の
割
合
は
全
国
や
Ａ
ラ
ン
ク
や
Ｂ
ラ
ン
ク
の
地
域
で
一
〜
三
％

台
で
あ
り
、
北
海
道
や
長
崎
、
沖
縄
で
五
〜
八
％
台
と
高
い
。
次
に
賃
金
を
五
分
上
乗
せ
す
る
と
三
地
域
に
は
お
よ

そ
二
○
〜
二
五
％
、
一
割
上
乗
せ
す
る
と
三
○
％
〜
三
六
％
を
超
え
る
最
低
賃
金
未
満
労
働
力
が
生
ず
る
と
い
う
強

い
影
響
が
残
る
こ
と
と
な
る
。
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当
面
の
最
低
賃
金
と
生
活
保
護
水
準
と
の

｢

逆
転
現
象｣

と
の
解
消
と
共
に
、
拡
大
し
つ
つ
あ
る
最
低
賃
金
の
格

差
解
消
や
具
体
的
な
目
標
水
準
八
○
○
円
に
向
け
て
、
具
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
課
題
で
あ
ろ
う
。
後
で
検
討
し

た
い
。

最
低
賃
金
上
昇
の
影
響
は
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
度
合
は
異
な
る
が
、
特
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
や
一
部
の
地
域

で
は
地
域
賃
金
水
準
決
定
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

(

指
標)

と
な
っ
て
い
る
の
は
明
確
で
あ
る
。

五
、
地
域
別
最
低
賃
金
額
と
平
均
賃
金
と
の
乖
離
状
況

全
国
や
東
京
、
大
阪
、
京
都
の
一
般
労
働
者
の
最
低
賃
金
と
平
均
賃
金
の
差

(

乖
離
額)

は
一
、
○
○
○
円
を
超

え
て
お
り
、
最
低
賃
金
を
平
均
賃
金
で
除
し
た
カ
イ
ツ
指
標
も
京
都
を
除
く
と
○
・
三
台
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
Ｃ
ラ
ン
ク
や
Ｄ
ラ
ン
ク
地
域
の
平
均
賃
金
と
の
乖
離
額
は
相
対
的
に
小
さ
く
、
カ
イ
ツ
指
標
は
○
・
四
を
超

え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
平
均
賃
金
と
最
低
賃
金
の
乖
離
幅
が
大
き
く
カ
イ
ツ
指
標
が
小
さ
い
た
め
に
最
低
賃
金
の
上

昇
に
よ
る
影
響
を
受
け
に
く
い
都
市
部
と
、
逆
に
平
均
賃
金
と
の
乖
離
幅
が
小
さ
い
た
め
カ
イ
ツ
指
標
が
大
き
く
、

最
低
賃
金
の
影
響
を
受
け
や
す
い
地
域
部
に
分
け
ら
れ
る
。

沖
縄
の
最
低
賃
金
と
平
均
賃
金
の
差

(

乖
離)

を
み
る
と
、
一
般
労
働
者
の
場
合
が
六
七
一
円
と
最
も
小
さ
く
、

カ
イ
ツ
指
標
は
○
・
四
八
三
と
最
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
沖
縄
の
平
均
賃
金
が
最
低
賃
金
水
準
に
大

き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

最低賃金のもたらす経済的影響
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パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
を
み
る
と
、
平
均
賃

金
と
最
低
賃
金
と
の
乖

離
額
は
東
京
が
三
八
二

円
と
最
も
大
き
く
カ
イ

ツ
指
標
も
○
・
六
六
七

で
あ
る
。
沖
縄
は
乖
離

額
が
一
八
三
円
と
低
い

が
カ
イ
ツ
指
標
は
○
・

七
七
四
と
最
も
高
い
。

東
京
と
沖
縄
の
賃
金
分

布
は
、
極
端
な
事
例
で

あ
る
が
、
そ
の
間
に
あ

る
地
域
を
み
て
も
カ
イ

ツ
指
標
は
高
く
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
の
賃
金

は
、
最
低
賃
金
水
準
に
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注１：乖離率＝(平均賃金額－地域別最低賃金)／地域別最低賃金
注２：カイツ指標＝地域別最低賃金／地域別平均賃金額
資料：図表４に同じ｡

図表５ 地域別最低賃金額と平均賃金との乖離状況



よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
状
況
が
わ
か
る
。

六
、
地
域
別
最
低
賃
金
と
賃
金
分
布

１

二
○
○
九
年
の
賃
金
分
布

図
表
６

(

賃
金
分
布
�
〜
�)

は
、
二
○
○
九
年
の
東
京
と
沖
縄
の
一
般
労
働
者
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
最

低
賃
金
近
傍
の
分
布
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
横
軸
は
時
間
当
た
り
で
基
準
化
し
た
所
定
内
賃
金
で
、
五
○
○
円
未
満

及
び
一
、
五
○
○
円
以
上
の
賃
金
は
省
略
し
て
あ
る
。
最
低
賃
金
の
左
側
が
最
低
賃
金
額
未
満
の
賃
金
が
支
給
さ
れ

て
い
る
労
働
者
で
あ
り
、
右
側
は
最
低
賃
金
が
設
定
さ
れ
た
後
の
賃
金
分
布
を
示
す
。

東
京
の
一
般
労
働
者
を
み
る
と
最
低
賃
金
七
六
六
円
の
近
傍
に
は
賃
金
の
山
は
み
ら
れ
ず
、
賃
金
が
一
、
五
○
○

円
台
ま
で
右
肩
上
が
り
で
伸
び
て
お
り
、
そ
の
後
は
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
な
く
推
移
し
て
い
る
。
東
京
の
場
合
は

最
低
賃
金
に
影
響
さ
れ
な
い
分
布
で
あ
る
が
、
他
の
多
く
の
地
域
で
も
最
低
賃
金
の
近
く
に
明
確
な
山
は
み
ら
れ
ず
、

最
低
賃
金
の
上
昇
が
雇
用
に
与
え
る
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
。

他
方
、
沖
縄
の
場
合
は
最
低
賃
金
六
二
七
円
近
傍
か
ら
右
方
は
の
こ
ぎ
り
刃
の
形
を
示
し
、
九
○
○
円
〜
一
、
○

○
○
円
を
ピ
ー
ク
に
右
下
が
り
に
低
下
し
て
お
り
、
東
京
と
は
対
照
的
な
分
布
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
記
載
し

て
い
な
い
が
北
海
道
、
長
崎
で
も
沖
縄
と
同
様
に
、
最
低
賃
金
が
労
働
者
の
賃
金
を
支
え
る
効
果
が
み
ら
れ
る
。

次
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
み
る
と
、
東
京
の
場
合
は
八
○
○
円
、
九
○
○
円
、
一
、
○
○
○
円
と
一
○
○
円

最低賃金のもたらす経済的影響
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図表６ 賃金分布 (１)

一般労働者 東京 (����年)

一般労働者 沖縄 (����年)
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図表６ 賃金分布 (２)

パートタイム労働者 東京 (����年)

パートタイム労働者 沖縄 (����年)



区
切
り
で
山
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
部
分
を
除
く
と
最
低
賃
金
七
六
六
円
か
ら
次
第
に
上
昇
し
て
八
五
○
円
〜
一
、

○
○
○
円
台
を
ピ
ー
ク
に
そ
の
後
は
緩
や
か
に
低
減
し
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
概
し

て
大
都
市
を
含
む
地
域
は
、
最
低
賃
金
は
賃
金
分
布
に
さ
ほ
ど
影
響
を
与
え
て
い
な
い
。

沖
縄
の
場
合
は
、
最
低
賃
金
が
雇
用
水
準
の
大
き
な
壁
と
し
て
張
り
付
い
て
お
り
六
五
○
円
、
七
○
○
円
に
山
が

み
ら
れ
る
が
、
賃
金
の
上
昇
と
共
に
雇
用
者
が
漸
減
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
北
海
道
、
長
崎
も
同
様
で
あ
る
。

２

異
時
点
間
賃
金
分
布

図
表
６

(

賃
金
分
布
三
〜
四)

は
沖
縄
の
一
般
労
働
者
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
賃
金
分
布
を
二
○
○
五
年
と

二
○
一
○
年
の
異
時
点
間
で
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
○
○
五
年
の
沖
縄
の
最
低
賃
金
は
六
○
八
円
を
基
点
に
七
○
○
円
ま
で
高
い
壁
が
み
ら
れ
る
。
最
低
賃
金
が
二

一
円
上
昇
し
た
五
年
後
の
二
○
一
○
年
に
は
六
○
○
円
〜
六
二
○
円
の
賃
金
労
働
者
を
吸
収
し
、
最
低
賃
金
六
二
九

円
を
基
点
に
ピ
ー
ク
が
八
五
○
円
辺
り
ま
で
高
ま
っ
て
い
る
。
二
○
一
○
年
の
最
低
賃
金
近
傍
は
全
体
的
に
底
上
げ

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
場
合
を
み
て
も
最
低
賃
金
の
右
側
に
賃
金
の
山
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
賃
金
が
低
下
す
る

に
従
い
、
急
激
に
労
働
者
が
減
少
す
る
分
布
は
変
わ
ら
な
い
。

こ
こ
に
記
載
し
て
は
い
な
い
が
、
東
京
の
一
般
労
働
者
の
場
合
は
、
二
○
○
五
年
か
ら
二
○
一
○
年
に
か
け
て
七

七
円
も
最
低
賃
金
が
上
乗
せ
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
一
、
五
○
○
円
ま
で
右
肩
上
が
り
で
上
昇
す
る
分
布
図
は
変
わ
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ら
な
い
。
し
か
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
正
規
分
布
に
近
い
形
を
し
て
お
り
雇
用
の
壁
は

生
じ
て
い
な
か
っ
た
が
、
二
○
一
○
年
に
は
東
京
で
も
こ
れ
ま
で
生
じ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
山
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
最
低
賃
金
の
上
昇
に
伴
い
最
低
賃
金
以
下
の
低
賃
金
雇
用
量
は
消
滅
す
る
が
、
引
き
上
げ
ら
れ
た

最
低
賃
金
の
す
ぐ
右
側
に
、
賃
金
上
昇
の
た
め
雇
用
の
拡
大
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
山
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
部

分
が
新
た
な
雇
用
創
出
量
で
あ
り
、
最
低
賃
金
上
昇
に
よ
る｢

ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
効
果｣

と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の

｢

ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
効
果｣

が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
賃
上
げ
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
雇
用
全
体
が
増
大
し
た
可
能

性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
賃
上
げ
に
よ
り
以
前
か
ら
あ
っ
た
最
低
賃
金
の
近
傍
に
あ
る
す
べ
て
の
雇
用
が
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
ま
た
、
す
べ
て
の
賃
金
が
上
積
み
さ
れ
た
ま
ま
雇
用
が
継
続
さ
れ
た
と
も
い
え
な
い
。
企
業
の
自
助
努
力
、
す

な
わ
ち
販
路
の
拡
大
や
技
術
の
開
発
、
人
材
育
成
、
設
備
投
資
、
経
営
能
力
の
充
実
等
に
よ
っ
て
生
産
性
が
上
昇
し

利
潤
が
確
保
さ
れ
、
最
低
賃
金
上
乗
せ
部
分
の
コ
ス
ト
を
内
部
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
企
業
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
就

業
機
会
を
失
わ
れ
た
た
め
に
失
業
す
る
か
、
あ
る
い
は
労
働
市
場
か
ら
撤
退
し
た
労
働
力
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

最
低
賃
金
が
さ
ら
に
上
昇
す
る
と
生
産
性
の
低
い
階
層
、
例
え
ば
、
労
働
市
場
に
再
参
入
し
よ
う
と
す
る
四
○
代
の

中
年
女
性
や
職
業
選
択
が
困
難
な
新
規
学
卒
者
、
未
熟
練
労
働
者
、
低
学
歴
層
は
強
い
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

沖
縄
の
三
○
代
後
半
か
ら
四
○
代
に
か
け
て
子
育
て
を
終
え
た
女
性
の
就
業
率
が
全
国
よ
り
低
い
の
は
、
就
労
技
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図表６ 賃金分布 (３) ―異時点間賃金分布―

一般労働者 (沖縄����年)

一般労働者 (沖縄����年)
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図表６ 賃金分布 (４) ―異時点間賃金分布―

パートタイム労働者 (沖縄����年)

パートタイム労働者 (沖縄����年)



術
を
継
続
し
て
修
得
で
き
な
い
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
し

て
考
え
ら
れ
る
。

最
低
賃
金
を
上
乗
せ
す
る
場
合
に
は｢

ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー

効
果｣
の
範
囲
を
良
く
見
極
め
、
生
産
性
の
低
い
未
熟
練

労
働
者
に
対
し
適
切
な
支
援
施
策
が
必
要
で
あ
る
。

七
、
ま
と
め

次
の
図
表
７
は
、
一
人
当
た
り
生
産
性

(

地
域
別
県
内

総
生
産
／
県
内
就
業
者)

の
推
移
を
、
二
○
○
○
年
を
一

○
○
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
一
世
紀
に
入
っ
た
最
初
の

一
○
年
は
、
い
っ
た
ん
回
復
し
た
生
産
性
が
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
や
金
融
危
機
に
よ
り
大
幅
に
落
ち
込
ん
で
い
る
状
況
を

示
し
て
い
る
。

二
○
○
九
年
に
生
産
性
が
一
○
○
を
超
え
る
地
域
は
沖

縄
を
含
む
七
地
域
で
あ
り
、
一
○
五
を
超
え
る
の
は
和
歌

山
の
み
で
あ
る
。
石
川
や
富
山
は
九
○
に
も
達
し
て
お
ら

80

図表７ 就業者一人当たり生産性の推移 (名目)

注１：一人当たり生産性＝県内総生産／県内就業者数
注２：����年＝���
資料：｢県民経済計算｣ 内閣府 経済社会総合研究所



ず
、
全
国
平
均
も
九
四
・
九
と
日
本
全
体
の
生
産
性
は
劣
化
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
日
本
の
地
域
間
所
得
格
差
は
縮

小
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
生
産
性
が
高
く
活
気
の
あ
っ
た
地
域
が
元
気
で
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、｢
悪
い
格
差
縮
小｣

と
い
え
、
生
産
性
の
向
上
が
課
題
で
あ
る
。

貧
困
解
消
策
と
し
て
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
何
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

ア.

最
低
賃
金
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
最
低
賃
金
近
傍
に
新
た
に
雇
用
が
創
出
さ
れ
る

｢

ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
効
果｣

が
生
じ
た
。
こ
れ
は
元
来
あ
っ
た
仕
事
が
喪
失
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
に
加
え
て
新
た
な
役
割
や
仕

事
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
生
産
性
の
向
上
と
、
貧
困
対
策
が
同
時
に
実
現
で
き
る
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
る
。

イ.

し
か
し
、
生
産
力
の
限
界
を
超
え
た
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
失
業
の
増
大
を
促
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

が
、
現
時
点
で
は
沖
縄
に
限
ら
ず
判
然
と
し
な
い
地
域
が
多
い
。
た
だ
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
場
合
は
、

東
京
を
含
む
す
べ
て
の
地
域
で
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ウ.

最
低
賃
金
引
き
上
げ
で
被
害
を
受
け
、
職
を
失
う
可
能
性
が
高
い
可
能
性
が
あ
る
の
は
新
規
学
卒
者
や
、
子

育
て
を
終
え
て
労
働
市
場
に
再
参
入
し
よ
う
と
す
る
三
○
代
後
半
〜
四
○
代
女
性
と
い
う
、
生
産
性
の
低
い

層
で
あ
る
。

新
規
大
学
卒
業
者
の
場
合
は
、
こ
れ
か
ら
労
働
市
場
に
参
入
す
る
た
め
、
賃
金
に
相
当
す
る
生
産
性
を
有
し
て
お

ら
ず
、
特
に
沖
縄
の
場
合
は
、
就
職
で
き
て
も
職
場
で
の
技
能
形
成
を
組
織
的
に
図
る
企
業
は
少
な
い
。
そ
の
結
果
、

技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
な
く
離
職
・
再
就
職
を
重
ね
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
。
結
局
、
離
職
・
再
就
職
を
重
ね
る

最低賃金のもたらす経済的影響

81



間
に
教
育
・
訓
練
を
受
け
て
技
能
を
高
め
、
企
業
の
正
確
な
情
報
を
得
て
二
○
代
後
半
や
三
○
代
前
半
に
適
職
を
み

つ
け
る
と
い
う
、
ジ
ョ
ブ
サ
ー
チ
期
間
が
長
く
な
る
効
率
の
悪
い
ケ
ー
ス
に
陥
り
や
す
い
。

専
業
主
婦
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
場
合
に
も
、
年
収
を
巡
っ
て
幾
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
年
収
が

｢

一
三
○
万
円｣

を
超
え
た
場
合
に
は
、
社
会
保
険
料
の
分
だ
け
手
取
り
収
入
が
減
る
た
め
、
働
く
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
低
下
す
る
制
度
上
の
壁
が
生
じ
る
。
二
○
一
一
年
の
場
合
、
沖
縄
の
最
低
賃
金
・
六
四
五
円
で
週
六
時
間
、
月

二
○
日
間
勤
務
し
ボ
ー
ナ
ス
が
無
い
場
合
を
仮
定
し
よ
う
。
そ
の
場
合
は
年
収
が
お
よ
そ
九
三
万
円
で
な
ん
ら
問
題

は
な
い
。
次
に
、
正
規
雇
用
者
と
同
じ
よ
う
に
週
八
時
間
働
く
と
、
年
収
は
一
二
五
万
円
近
く
に
な
り
、
よ
ほ
ど
勤

務
状
態
を
管
理
し
な
い
限
り
一
三
○
万
円
を
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
賃
金
が
八
○
○
円
の
場
合
は
、
週
七

時
間
勤
務
で
年
収
が
一
三
○
万
円
を
超
え
る
た
め
就
業
時
間
を
減
ら
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
離
職
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。｢

一
三
○
万
円｣

の
壁
は
、
企
業
に
と
っ
て
長
時
間
働
い
て
も
ら
い
た
い
場
合
に
障
害
と
な
っ
た
り
、

生
産
性
・
賃
金
が
高
い
労
働
者
側
の
、
能
力
発
揮
が
難
し
く
な
る
と
い
う
不
合
理
な
一
面
が
あ
る
。

最
低
賃
金
の
上
昇
に
よ
る

｢

ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
効
果｣

の
範
囲
を
地
域
毎
に
良
く
見
極
め
、
現
在
、
最
低
賃
金
周

辺
で
働
く
労
働
者
へ
の
支
援
や
労
働
市
場
に
新
規
参
入
、
再
参
入
し
よ
う
と
す
る
生
産
性
の
低
い
層
に
対
し
、
多
様

な
教
育
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

厚
生
労
働
省
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
最
低
賃
金
を
八
○
○
円
に
引
き
上
げ
た
場
合
、
企
業
は

｢

売
上
増

加
・
利
益
率
の
向
上
、
コ
ス
ト
の
削
減｣

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
具
体
的
に
は
人
材
投
資
や
設
備
投
資
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
の
先
行
き
に
不
安
を
感
じ
る
場
合
、
大
規
模
事
業
所
で
は
事
業
規
模
の
縮
小
や
撤
退
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を
検
討
し
、
小
規
模
の
事
業
所
は
廃
業
を
検
討
す
る
傾
向
に
あ
る
。

生
産
性
が
賃
金
を
上
回
る
質
の
高
い
労
働
者
を
企
業
は
欲
し
が
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
社
内
独
自
の
研
修
支
援
に

対
す
る
補
助
や
融
資
制
度
、
設
備
投
資
に
対
す
る
減
税
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
る
貧

困
対
策
に
は
限
界
が
あ
り
、
今
後
は
、
最
低
賃
金
周
辺
で
働
く
労
働
者
に
対
し
還
付
が
可
能
な
税
額
控
除
の
実
施
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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